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第
二
十
五
回

書
学
書
道
史
学
会
大
会
を
終
え
て下

野

健
児

九
月
十
三
日
、
十
四
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
花
園
大
学
自
適
館
に
お
い
て
、
第
二
十
五

回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
通
例
で
は
十
一
月
に
開
催
さ
れ
て
い
た

大
会
を
、
九
月
と
い
う
時
期
に
変
更
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
百
名
を
超

え
る
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
、
あ
ら
た
め
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
九
月
開
催
で
あ
っ
た
た

め
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
々
に
は
、
心
よ
り

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
学
の
諸
々
の
事

情
に
よ
り
、
休
暇
中
で
な
け
れ
ば
会
場
の
確

保
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
開
催
時
期
を

変
更
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
理
由
で
す
。
誠
に

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
大
会
で
は
、
総
会
・
研
究
発
表
の
他
に
、

萱
の
り
子
氏
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム「
伝
承
と
生
成
の
か
た
ち
―
書
学

書
道
史
と
芸
術
諸
学
―
」
と
特
別
展
示
「
禅

の
書
画
」
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
初
日
に
行

わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
芸
術
の
歴
史
に
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お
い
て「
何
が
受
け
継
が
れ
何
が
姿
を
変
え
た
の
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
ま
ず
、
音
楽
の

領
域
か
ら
輪
島
裕
介
先
生
（
大
阪
大
学
）
、
文
学
の
領
域
か
ら
土
田
耕
督
先
生
（
日
本
学
術

振
興
会
・
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
、
書
の
領
域
か
ら
本
会
会
員
の
河
内
利
治
氏
（大

東
文
化
大
学
）
、
下
野
健
児
（
花
園
大
学
）
が
基
調
提
案
を
行
い
、
そ
の
後
、
会
場
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
も
と
に
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
我
々
の
思
考
は
書
の
領
域
に
の
み

固
ま
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
他
の
領
域
か
ら
の
お
二
方
の
お
話
は
、
参
加
さ
れ
た
会
員
諸

氏
、
特
に
若
い
研
究
者
の
方
々
に
と
っ
て
、
書
を
考
え
る
上
で
大
き
な
刺
激
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
萱
の
り
子
氏
か
ら
の
報
告
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

本
学
歴
史
博
物
館
に
お
願
い
し
て
行
っ
た
特
別
展
示
で
は
、
白
隠
を
は
じ
め
と
す
る
禅

画
、
墨
跡
を
出
品
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
二
日
目
に
は
同
館
学
芸
員
に
よ
る
展
示
品
解
説
が

あ
り
、
会
員
諸
氏
に
少
し
で
も
、
本
学
の
建
学
精
神
で
あ
る「
禅
」に
触
れ
て
い
た
だ
け
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

研
究
発
表
で
は
初
日
に
柳
田
さ
や
か
氏
・
高
城
弘
一
氏
、
二
日
目
に
古
木
誠
彦
氏
・
栗
躍

崇
氏
・
大
嶋
英
里
氏
・
根
本
知
氏
・
川
内
佑
毅
氏
・
高
木
義
隆
氏
・
根
來
孝
明
氏
の
九
名
の

方
が
日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
日
本
、
中
国
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
ん
だ
意
欲
的
な
も
の
で
、
発
表
者
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
様
々
な
問
題
が
提
起
さ

れ
ま
し
た
。
発
表
後
の
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
、
発
表
者
、
参
加
者
と
も
に
実
の
あ
る

時
間
を
過
ご
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
発
表
内
容
に
つ
い
て
は
、
事
前
配
布
さ
れ
た

大
会
レ
ジ
ュ
メ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

今
大
会
は
事
務
局
か
ら
の
お
話
を
う
け
て
急
遽
お
引
き
受
け
し
た
訳
で
す
が
、
昨
年
度

の
跡
見
学
園
女
子
大
学
同
様
、
本
学
も
専
任
教
員
一
人
で
大
学
院
生
が
い
な
い
と
い
う
状

況
の
上
、
規
模
が
小
さ
く
施
設
等
が
十
分
で
な
い
た
め
に
、
前
述
の
よ
う
に
や
む
を
え
ず
九

月
開
催
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
九
月
の
京
都
の
暑
さ
の
な
か
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し

た
会
員
諸
氏
に
は
い
ろ
い
ろ
と
ご
不
便
を
お
か
け
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
重
ね
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

大
会
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
大
阪
教
育
大
学
の
萱
先
生
は
じ
め
院
生
、
学
生
の
皆
様
に
多

大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
学
書
道
コ
ー
ス
の
学
生
も
大
会
準
備
か
ら
後
片
付
け

ま
で
献
身
的
に
働
い
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
幹
事
役
員
を
は
じ
め
学
会
関
係
諸
氏
に
も
様

々
な
面
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
無
事
に
大
会
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
伝
承
と
生
成
の
か
た
ち
―
書
学
書
道
史
と
芸
術
諸
学
―
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

萱

の
り
子

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
伝
承
と
生
成
の
か
た
ち
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
多
様
な
芸
術
現

象
に
ふ
れ
、
こ
こ
か
ら
改
め
て
書
や
書
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
企
画
と
し
ま
し
た
。

趣
旨
説
明
の
あ
と
、
第
一
部
で
は
、
音
楽
・
文
学
・
書
の
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
計
四
件
の
基
調
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ジ
ャ
ン
ル
や
領
域
は
枠
づ
け
と
し
て
で
は
な
く
、
伝
承
と
生
成
に
つ
い

て
考
え
る
際
の
目
安
と
し
て
捉
え
て
い
き
ま
す
。

輪
島
裕
介
氏
の「
音
楽
に
お
け
る
痕
跡
：
楽
譜
と
録
音
の
文
化
的
諸
問
題
」
で
は
、
ま
ず
音

楽
を「
痕
跡
」
と
み
な
し
う
る
の
は
時
代
的
に
こ
こ
二
～
三
〇
〇
年
に
過
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
説

き
起
こ
さ
れ
、
西
洋
近
代
の
芸
術
観
と
の

関
係
で
成
立
し
て
き
た「
作
品
」
と
し
て
の

音
楽
や
、
聴
覚
文
化
と
し
て
音
楽
を
捉
え

る
近
年
の
研
究
―
「
行
為
」
と
し
て
の
音
楽

―
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、「
何
が
音
楽
か
」
を

考
え
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

土
田
耕
督
氏
の「
連
歌
に
お
け
る
歌
こ

と
ば
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
継
承
と
応
用
―
藤

原
為
家
の
歌
論
と
二
条
良
基
の
連
歌
論

を
め
ぐ
っ
て
」
で
は
、
和
歌
に
お
け
る「
本

歌
取
」
と
い
う
手
法
が
ど
の
よ
う
な
考
え

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
と

き
に
新
し
い
和
歌
だ
と
評
価
さ
れ
る
の

か
、
に
つ
い
て
具
体
的
な
歌
例
を
ひ
い
て
述
べ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
古
歌
再
利
用
」
と
い
う
捉
え

方
は
、
書
が
伝
承
さ
れ
る
構
造
と
重
ね
合
わ
せ

ら
れ
る
視
点
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

河
内
利
治
氏
の「
人
文
学
と
芸
術
学
の
研
究

環
境
の
変
化
―
一
九
九
〇
年
代
以
後
の
海
外
に

お
け
る
書
学
研
究
の
視
座
か
ら
」
で
は
、
最
新
の

研
究
動
向
を
紹
介
し
な
が
ら
書
学
が
関
わ
り
あ

う
学
問
領
域
と
そ
れ
ら
の
区
分
立
て
の
基
準
な

ど
に
つ
い
て
提
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

下
野
健
児
氏
の「
『
書
の
か
た
ち
』
を
め
ぐ
っ
て
」

で
は
、
書
は
運
筆
の
軌
跡
に
よ
っ
て
は
じ
め
て「
か

た
ち
」
を
な
す
こ
と
、
そ
の「
か
た
ち
」
は
時
代
や

文
化
が
異
な
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
に
感
受
さ
れ
う
る
の
か
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
筆
跡
を
例

に
し
て
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
終
了
後
、
会
場
の
方
々
か
ら
の
質
問
や
意
見
を
も
と
に
、
第
二
部
で
の
全
体
討

議
に
移
り
ま
し
た
。

「
ジ
ャ
ン
ル
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
か
た
ち
の
中
の
何
を
受
け
継
い
だ
の
か
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
」「
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て〈
古
典
〉を
学
ぶ
意
義
に
関
心
が
わ
い
た
」「
作
り
手

と
受
け
手
の
問
題
が
ど
の
分
野
に
も
あ
る
と
感
じ
た
」
な
ど
を
は
じ
め
、
音
楽
や
文
学
の
特

色
を
知
る
こ
と
で
書
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
る
糸
口
が
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
当

日
は
紹
介
し
き
れ
な
い
ほ
ど
多
数
の
意
見
・
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
会
場
の
熱
気
が
高
ま
り
ま

し
た
。
今
後
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
は
か
ら
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成

年
度
「
総
会
」
報
告

事
務
局

26

本
年
度
の
第

回
大
会
は
、
平
成

年
９
月

日
・

25

26

13

日
の
両
日
、
花
園
大
学
自
適
館
３
０
０
教
室
に
お
い

14て
開
催
さ
れ
た
。
初
日
冒
頭
、
例
年
通
り
本
年
度
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。

総
会
は
、
高
城
弘
一
事
務
局
長
の
司
会
と
開
催
の
辞

で
は
じ
ま
り
、
花
園
大
学
・
細
川
景
一
学
長
に
よ
る
開

催
大
学
代
表
挨
拶
、
澤
田
雅
弘
理
事
長
の
挨
拶
に
続

き
、
萩
信
雄
諮
問
委
員
を
議
長
に
選
出
し
て
議
事
に
入

り
、
以
下
の
議
事
及
び
報
告
が
な
さ
れ
た
。
な
お
、
議

事
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

※
な
お
、「
平
成

年
度
事
業
・
活
動
計
画
（
案
）
」
は
、

26

総
会
時
に
提
示
で
き
ず
、
本
紙
５
面
に
掲
載
。

〈
議
事
〉

▽
平
成

年
度
決
算
、
事
業
・
活
動
報
告
案

25

（鈴
木
晴
彦
理
事
、
前
事
務
局
長
）

▽
平
成

年
度
決
算
案
監
査
報
告
（
名
児
耶
明
監
事
）

25

▽
平
成

年
度
予
算
案
（
高
城
弘
一
事
務
局
長
）

26

〈
報
告
〉

▽
国
内
局
報
告
（萱
の
り
子
国
内
局
長
）

▽
研
究
局
報
告
（河
内
利
治
研
究
局
長
）

▽
編
集
局
報
告
（
中
村
伸
夫
編
集
局
長
）

▽
学
術
局
報
告
（森
岡
隆
学
術
局
長
）

▽
国
際
局
報
告
（
な
し
）

▽
会
報
委
員
会
報
告
（高
城
弘
一
会
報
委
員
長
）

〈
連
絡
〉

▽
大
会
日
程
等
説
明
（下
野
健
児
開
催
運
営
委
員
長
）

▽
事
務
連
絡
（高
城
弘
一
事
務
局
長
）

平成25年度 会計決算報告書 平成26年度 会計予算報告書

項 目 決 算 額 項 目 予 算 額

収 個人会員会費 2,793,000 収 個人会員会費 3,000,000

入 団体賛助会費 400,000 入 団体賛助会費 100,000

の その他の収入 634,350 の その他の収入 30,000

部 前年度繰越金 6,175,393 部 前年度繰越金 7,337,018

合 計 10,002,743 合 計 10,467,018

編 集 局 経 費 576,485 編 集 局 経 費 700,000

国 際 局 経 費 0 「学会展望」準備費 100,000

国 内 局 経 費 486,072 国 際 局 経 費 300,000

学 術 局 経 費 2,420 国 内 局 経 費 300,000

支 研 究 局 経 費 0 支 大会運営費 200,000

会 報 編 集 委経費 0 大会準備費 100,000

ホームページ委経費 378,840 学 術 局 経 費 200,000

事 務 局 経 費 研 究 局 経 費 500,000

出 謝金手当 0 出 《会報》編集委経費 30,000

会議費 9,456 ホームページ委経費 300,000

荷造送料 280,522 事 務 局 経 費

遠隔地役員交通費 140,000 会議費 30,000

の 普及広報費 0 の 荷造送料 400,000

選管費 124,700 遠隔地役員交通費 400,000

印刷費 0 選管費 0

通信費 3,630 通信費 10,000

部 事務消耗品費 0 部 事務消耗品費 10,000

事務委託費 663,600 事務委託費 700,000

人件費 0 人件費 100,000

諸学会費 0 諸学会費 10,000

特別費用 0

予備費 0

次 年 度 繰 越 金 7,337,018 予 備 費／繰 越 金 6,077,018

合 計 10,002,743 合 計 10,467,018
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各
局
活
動
報
告

国

内

局

・
本
年
度
は
、
若
手
研
究
会
と
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
見
合

わ
せ
、
大
会
の
開
催
に
一
本
化
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
花

園
大
学
で
の
大
会
実
施
内
容
に
つ
い
て
は
、
開
催
校
か
ら
の
報

告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
現
在
、
学
会
員
に
よ
る
今
年
度
の
研
究
成
果
を
調
査
し
て
い

ま
す
。
と
り
ま
と
め
て
、
誌
上
で
の
報
告
を
行
う
予
定
で
す
。

・
局
内
で
情
報
の
共
有
と
交
換
が
は
か
れ
る
よ
う
に
幹
事
名
簿

を
整
理
し
ま
し
た
。
役
割
分
担
を
は
か
り
つ
つ
、
研
究
活
動
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
試
み
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ご
意
見
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
国
内
局
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
国
内
局
長

萱

の
り
子
）

国

際

局

本
年
度
は
、
中
国
大
陸
（

）
・
台
湾
（

）
・
韓
国
（

）
の
博

11

2

2

物
館
・
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
書
画
に
関
す
る
特
別
展
・
常
設

展
に
つ
い
て
、
各
施
設
が
ウ
ェ
ブ
上
で
提
供
し
て
い
る
情
報
に
す

ぐ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
展
覧
会
案
内
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
し
た
。

ま
た
、
佐
々
木
佑
記
氏
よ
り
香
港
中
文
大
学
の
文
物
館
で

開
催
さ
れ
て
い
た
香
港
の
実
業
家
・
李
栄
森
（
一
九
一
五
～
二

〇
〇
七
）
の
旧
蔵
品
展
「
北
山
汲
古
―
中
國
書
法
」
の
鑑
賞
後

記
を
い
た
だ
き
、
あ
わ
せ
て
掲
載
し
ま
し
た
。
今
後
は
欧
米
の
動

向
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
情
報
を
発
信
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
国
際
局
長

富
田

淳
）

学

術

局

Ｊ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
に
つ
い
て

昨
秋
刊
行
さ
れ
ま
し
た
学
会
誌
『
書
学
書
道
史
研
究
』
二
十

四
号
に
つ
い
て
、
前
号
同
様
、
半
年
後
の
本
年
四
月
頃
に
Ｊ
―

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
（
ジ
ェ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
）
に
登
載
で
き
る
よ
う
、
努
め
て

い
ま
す
。
な
お
公
開
時
に
は
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス「
学
会
名
鑑
」に
つ
い
て

昨
秋
の
学
会
総
会
で
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
日
本

学
術
会
議
・
日
本
学
術
協
力
財
団
・
科
学
技
術
振
興
機
構
連

携
の
標
記
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
、
当
学
会
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

折
々
に
更
新
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
リ
ン
ク
先
の
リ
サ
ー
チ
マ
ッ
プ
に
は
、
各
自
で
登
録
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

http
:/
/gakkai.jst.go

.jp
/gakkai/

con
trol/

top
page.jsp

東
洋
学
・
ア
ジ
ア
研
究
連
絡
協
議
会
に
つ
い
て

書
学
書
道
史
学
会
な
ど
三
十
三
の
正
会
員
学
協
会
と
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
の
三
学
会
か
ら
成
る
右
記
協
議
会
の
二
〇
一
四
年

度
総
会
が
、
十
二
月
十
三
日
（
土
）
に
東
京
大
学
法
文
二
号
館

で
開
催
さ
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
東
洋
学
・
ア
ジ
ア
研
究
の
新
た
な

振
興
を
め
ざ
し
て
」Part2

（
本
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
既
報
）
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
学
術
局
長

森
岡

隆
）

研

究

局

平
成
二
十
七
年
度
「
特
定
領
域
研
究
促
進
助
成
金
制
度
」

の
募
集
を
し
ま
す
。
会
報
二
十
六
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
正
式
に
理
事
会
・
総
会
の
議
を
経
て
、
応
募
様
式
を
従
来

比
１
／
２
近
く
ま
で
大
幅
に
簡
略
化
し
、
応
募
期
間
を
一
週
間

に
変
更
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
変
更
は
会
員
諸
氏
に
よ
る
多
く

の
応
募
を
期
待
し
て
の
も
の
で
す
。
（
残
念
な
が
ら
平
成
二
十

六
年
度
は
一
件
の
応
募
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
）
学
生
会
員

の
募
集
も
可
能
で
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
申
請
受
付
期
間
：
平
成
二
十
七
年
六
月
一
日
（
月
）
〜
六
月

七
日
（日
）

■
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
募
集
要
項
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（Wo

rd

形
式
）
し
て
ご
覧
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：sh

ogaku
@
u
nivcoo

p
.o
r.jp

■
問
い
合
わ
せ
方
法
：
Ｅ
メ
ー
ル
の
み
（「
平
成
二
十
七
年
度
特

研
助
成
問
い
合
わ
せ
」
と
ご
記
入
下
さ
い
。
）

こ
の「
特
定
領
域
研
究
促
進
助
成
金
制
度
」
の
募
集
は
、
平

成
二
十
七
年
度
を
最
終
年
度
と
い
た
し
ま
す
。
平
成
二
十
八

年
度
よ
り
、
研
究
領
域
に
制
限
を
設
け
な
い「
研
究
促
進
助
成

金
制
度
」
と
し
て
新
た
に
発
足
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
後
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
会
報
等
に
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
研
究
局
事
務
の
メ
ン
バ
ー
が
入

れ
替
わ
り
ま
し
た
。
永
由
徳
夫
副
局
長
は
そ
の
ま
ま
で
す
が
、

幹
事
に
権
田
瞬
一
・
角
田
健
一
両
氏
、
局
長
に
河
内
が
就
任
し

ま
し
た
。
第
一
回
研
究
局
会
議
を
七
月
十
七
日
十
七
時
か
ら

大
東
文
化
大
学
に
お
い
て
開
催
し
、
上
記
計
画
書
の
簡
素
化
や

新
し
い
助
成
金
制
度
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
今
後
ご
意
見

等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
研
究
局
長

河
内
利
治
）

編

集

局

例
年
通
り
学
会
誌
『
書
学
書
道
史
研
究
』
の
編
集
と
刊
行
が

編
集
局
と
し
て
の
主
た
る
業
務
で
す
。
昨
年
十
月
中
旬
に
、
ほ

ぼ
一
昨
年
同
様
の
予
算
で
第
二
十
四
号
を
刊
行
す
る
こ
と
が

http://gakkai.jst.go.jp/gakkai/control/toppage.jsp
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で
き
ま
し
た
が
、
す
で
に
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
し
た
よ
う
に
、
金
子
馨
氏
の
論
文
タ
イ
ト
ル
（表
紙
と

中
扉
）
に
不
要
な
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
誤
っ
て
印
刷
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
最
終
校
正
の
段
階
で
の
私
た
ち
編
集
担
当
者
の
不
注

意
が
、
こ
の
よ
う
な
結
果
を
招
い
た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
再

発
防
止
に
つ
と
め
る
所
存
で
す
。

第
二
十
四
号
で
は
、
従
来
の「
会
員
研
究
動
向
」
に
か
え
て
、

試
行
的
な
新
企
画
「
学
界
展
望
」
を
も
う
け
ま
し
た
。「
重
点
的

に
取
り
上
げ
る
べ
き
成
果
」
の「
検
証
と
評
価
」
に
よ
り「
今
後
の

研
究
の
あ
り
方
」
を
模
索
す
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
企
画
の
目
的

と
趣
旨
で
す
。
従
来
の「
会
員
研
究
動
向
」
に
類
す
る
内
容
を
、

学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
恒
常
的
情
報
発
信
に
切
り
替
え
る
た

め
の
諸
課
題
を
ふ
く
め
、
こ
の
新
企
画
の
次
号
以
降
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
常
任
理
事
会
等
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。今

年
秋
に
刊
行
す
る
予
定
の
第
二
十
五
号
で
は
、
査
読
を

経
た
投
稿
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
を
は
じ
め
、
昨
年
九
月
に
花
園

大
学
で
開
催
さ
れ
た
大
会
で
の
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
も

詳
し
く
取
り
上
げ
る
予
定
で
す
。
学
会
誌
の
投
稿
規
定
と
執

筆
要
領
に
つ
い
て
は
本
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
な
お
、
編
集
局
の
活
動
に
関
し
て
ご
意
見
ご
要
望
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
編
集
局
長
宛
て
に
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

（
編
集
局
長

中
村
伸
夫
）

事
務
局
・
会
報
委
員
会

［平
成

年
度
事
業
・活
動
計
画
（
案
）］

26

５
月
１
日

第

号
《
会
報
》発
行
及
び
発
送

27

６
月
中
旬

第

回
大
会
発
表
申
込
締
切

25

６
月
下
旬

第

期
第
１
回
常
任
理
事
会

13

８
月
初
旬

第

号
『
学
会
誌
』
発
行
及
び
発
送

24

８
月
初
旬
《
大
会
最
終
案
内
》

《
大
会
レ
ジ
ュ
メ
集
》
発
行
及
び
発
送

８
月
下
旬

平
成

年
度
会
計
決
算
監
査

25

９
月

日

第

回
定
例
理
事
会
（於
花
園
大
学
）

13

58

９
月

日

第

回
大
会
１
日
目
（
於
花
園
大
学
）

13

25

９
月

日

第

回
大
会
２
日
目
（於
花
園
大
学
）

14

25

月

日

第

号
『
学
会
誌
』
投
稿
申
込
締
切

12

31

25

１
月

日

第

号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送

15

28

［
平
成

年
度
・
第

回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
会
場
（
予

27

26

定
）
の
お
知
ら
せ
］

毎
年
、
書
学
書
道
史
学
会
大
会
は
、
西
日
本
、
東
日
本
と
会

場
を
交
互
に
移
し
て
、
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
平
成

年
度
は
、

26

花
園
大
学
（
西
日
本
）
で
の
開
催
に
よ
り
、
平
成

年
度
は
、
東

27

日
本
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。
理
事
会
等
の
推
薦
も
あ
り
、
橋

本
貴
朗
幹
事
の
本
務
校
で
あ
る
國
學
院
大
學
（
東
京
都
渋
谷

区
）
で
開
催
の
予
定
で
す
。
新
年
度
に
な
ら
な
い
と
、
会
場
の
確

保
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
開
催
日
に
つ
い
て
は
未
定
で

す
。
ご
承
知
お
き
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

［学
生
会
員
か
ら
一
般
会
員
へ
の
手
続
に
つ
い
て
］

学
会
で
は
、
学
生
会
員
の「
有
期
会
員
制
」
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
学
生
会
員
（
学
生
会
費
適
用
の
方
）
が
大
学

院
を
修
了
、
も
し
く
は
満
期
退
学
・
自
主
退
学
、
そ
の
他
の
理

由
に
よ
り
学
籍
を
失
っ
た
（
学
割
証
の
発
給
対
象
で
な
く
な
っ

た
）
時
点
で
、
学
生
会
員
資
格
を
、
一
旦
終
了
と
す
る
も
の
で

す
。
該
当
の
方
が
引
き
続
き
本
学
会
会
員
に
留
ま
ろ
う
と
す

る
場
合
、
以
下
の
会
員
変
更
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

会
員
変
更
手
続
き
の
用
紙
が
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ

プ
し
て
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
右
の「
入
会
申
込
書
」
を
選

択
し
、「
会
員
変
更
申
込
書
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
学
会
事
務
局
へ
送
付
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
当
該
会
員
手
続
き
は
、
届
け
出
制
度
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
理
事
会
で
の
資
格
審
査
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

書
類
提
出
の
み
で
学
生
会
員
資
格
の
終
了
時
点
か
ら
自
動
的

に
一
般
会
員
資
格
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

今
春
に
学
生
会
員
資
格
を
失
う
方
は
、
早
め
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。
送
付
先
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

〈
事
務
局
の
連
絡
先
〉

〒
１
６
６
―
８
５
３
２

東
京
都
杉
並
区
和
田
３
―
３
０
―
２
２

大
学
生
協
学
会
支
援
セ
ン
タ
ー
内

書
学
書
道
史
学
会
事
務
局

☎
：０
３
（５
３
０
７
）
１
１
７
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
（
５
３
０
７
）
１
１
９
６

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shogaku@
un
ivco

op
.or.jp

※
電
話
で
の
応
答
は｢

大
学
生
協
学
会
支
援
セ
ン
タ
ー｣

と
な
り
ま
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
内
の
学
会
担
当
者
：
井
手
富
士
雄

（
事
務
局
長
・会
報
委
員
会
委
員
長

高
城
弘
一
）

新
入
会
員
紹
介

事
務
局

〈
一
般
会
員
〉

大
屋
正
順

大
正
大
学
非
常
勤
講
師

富
川
展
行

大
阪
教
育
大
学
附
属
平
野
小
学
校
非
常
勤
講
師

佐
藤
文
子

川
崎
宏
祐

熊
本
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院

林

淳

勝
山
城
博
物
館
学
芸
員

中
村
寿
樹

雲
雀
丘
学
園
中
高
等
学
校

〈
学
生
会
員
〉

溝
井
胡
桃

筑
波
大
学
大
学
院
生

鈴
木

清

東
京
学
芸
大
学
大
学
院
生

多
久
島
鈴
沙

筑
波
大
学
大
学
院
生

小
林
大
泰

大
東
文
化
大
学
大
学
院
生

李

輝

大
東
文
化
大
学
大
学
院
生

※
平
成

年
４
月
～
同
年
９
月
に
申
請
さ
れ
た
方

26
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読
め
な
い
文
字
を
読
む

萩

信
雄

碑
刻
の
釈
読
を
し
よ
う
と
す
る
時
、
読
め
そ
う
で
読
め
な
い
文
字
に
し
ば
し
ば
出
合
う
。

も
う
三
十
年
も
前
の
、
一
事
例
に
つ
い
て
記
し
て
み
よ
う
。
当
時
、
福
本
雅
一
先
生
の
編
で

『
中
国
碑
帖
選
』
と
い
う
新
書
版
の
三
冊
が
上
梓
さ
れ
た
。
こ
れ
は
後
の
、
二
玄
社
『
中
国
法

書
選
』
の
も
と
に
な
っ
た
本
で
あ
る
。
そ
の
中
巻
で
筆
者
は
、「
高
貞
碑
」
と「
石
門
銘
」
を
担
当

し
た
の
で
あ
る
が
、
前
者
の
十
三
行
目
に
、『
八
瓊
室
金
石
補
正
』
が
こ
の
碑
を
録
文
し
て
以

来
、
空
格
に
な
っ
て
い
て
、
決
着
を
つ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
で
あ
っ
た
。
碑
文
を
記
せ
ば
こ
う
で

あ
る
。「
由
是
有
少
君
退
譲
之
風
、
無
□
淵
嬌
奢
之
患
」
。
こ
の
□
淵
は
何
人
か
、
な
ん
と
し

て
も
解
決
し
た
か
っ
た
が
、
当
時
は
時
間
切
れ
で
、『
碑
帖
選
』
で
は
、「
□
淵
は
何
人
か
の
字

で
あ
ろ
う
が
、
未
詳
」
と
書
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
愚
考
す
る

こ
と
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

こ
こ
は
上
句
と
対
句
な
の
で
上
の「
少
君
」
も
何
人
か
の
字
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
。
次
に

高
貞
の
家
系
は
、
北
魏
の
孝
文
・
宣
武
両
帝
の
外
戚
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
前
代
の
外
戚
で

「
少
君
」
の
字
を
持
つ
も
の
が
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
て
み
た
。
こ
の
よ
う
な
時
の
工
具
書
と
し

て
、
正
史
の
人
名
索
引
は
極
め
て
便
利
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
人
名
と
同
時
に
字
も
、
正
史
記

載
の
も
の
は
ほ
ぼ
完
璧
に
検
索
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の「
少
君
」
は
、『
後
漢
書
人
名
索

引
』
で
難
な
く
見
つ
か
っ
た
。
そ
の
二
八
五
頁
に
、「
少
君

竇
広
国
を
見
よ
」
と
あ
る
。『
史

記
』
外
戚
世
家
一
九
に
よ
る
と
、「
竇
皇
后
兄
竇
長
君
、
弟
曰
竇
広
国
、
字
少
君
…
…
於
是

乃
選
長
者
、
士
之
有
節
行
者
与
居
、
竇
長
君
・
少
君
、
由
此
為
退
譲
之
君
子
、
不
敢
以
尊

貴
驕
人
」
と
あ
り
、
竇
広
国
、
字
は
少
君
は
、
前
漢
・
文
帝
の
皇
后
で
あ
っ
た
竇
姫
の
弟
で
、
年

少
の
頃
か
ら
苦
労
を
重
ね
、
長
じ
て
は
徳
行
の
高
い
長
者
と
、
節
義
を
守
る
高
士
と
と
も
に

す
ご
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
謙
遜
な
君
子
と
な
り
、
高
貴
の
身
を
人
に
驕
っ
た
り
は
し
な
か
っ

た
、
と
い
う
。「
少
君
」
は
間
違
い
な
く
竇
広
国
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
別
の
角
度
か
ら
も
検

索
し
よ
う
と
す
れ
ば
で
き
る
。
多
く
の
書
物
の
中
か
ら
、
事
項
や
語
句
を
分
類
・
編
集
し
た

類
書
も
し
ば
し
ば
役
に
立
つ
。
康
熙
勅
撰
の『
淵
鑑
類
函
』
の
帝
戚
部
・
外
戚
の
項
に
、「
兄
弟

退
譲
」
の
句
が
あ
り
、『
史
記
』
外
戚
世
家
の
こ
の
文
を
引
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
熟
語
を
末
尾

の
字
韻
に
よ
っ
て
分
類
配
列
し
、
出
典
を
示
し
て
い
る『
佩
文
韻
府
』
の「
退
譲
」
の
条
に
も
ま

た
、『
史
記
』の
こ
の
文
が
引
か
れ
て
あ
っ
た
。

さ
て
問
題
の「
□
淵
」
で
あ
る
が
、
読
め
そ
う
で
読
め
な
い
の
は
、
図
版
を
見
て
い
た
だ
け
れ

ば
お
わ
か
り
に
な
る
だ
ろ
う
。
数
種
の
拓
本
の
影
印
本
に
あ
た
っ
て
じ
っ
く
り
見
る
と
、
ど
う

も「
長
淵
」
で
は
な
い
か
と
思
え
て
き
た
が
、
文
字
の
印
象
に
よ
っ
て
、
た
だ
ぼ
ん
や
り
と
そ
の

よ
う
に
見
え
る
と
い
う
だ
け
で
は
、
論
拠
に
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、「
少
君
」
と
対
句
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
同
様
に
外
戚
中
の
人
物
を
検
索
し
た
が
、
結
局
は
徒
労
に
終
っ
た
。
結
果
か
ら
い
う

と
、
外
戚
に
と
び
つ
い
た
の
が
、
ま
ず
い
け
な
か
っ
た
。
後
日
、
何
気
な
く
諸
橋
の『
大
漢
和
』

を
見
て
い
る
と
、
そ
の
十
一
巻
の「
長
」
の
項
に
、「
長
淵

南
朝
宋
・顔
師
伯
の
字
」と
あ
る
で

は
な
い
か
。
灯
台
も
と
暗
し
、
と
は
こ
の
こ
と
だ
。
早
速
、『
宋
書
』
巻
七
七
の
顔
師
伯
伝
に
あ

た
っ
て
み
る
と
、「
師
伯
居
権
日
久
、
多
納
貨
賄
、
驕
奢
淫
佚
、
為
衣
冠
所
疾
」
と
あ
り
、
ま

さ
し
く
こ
れ
は
顔
師
伯
の
字
に
相
違
な
か
っ
た
。「
少
君
」
の
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
と
、『
大

漢
和
』
を
引
く
と
、
こ
れ
も
竇
広
国
の
字
と
で
て
い
た
。
収
録
語
彙
の
多
い
こ
の
辞
典
は
、
な
る

ほ
ど
便
利
で
は
あ
る
が
、
語
彙
採
録
の
基
準
は
一
様
で
は
な
く
、
い
つ
も
う
ま
い
具
合
い
に
見

つ
か
る
と
は
限
ら
な
い
。
ち
な
み
に『
淵
鑑
類
函
』
で
は
、
顔
師
伯
の
こ
と
は「
寵
幸
」
の
項
に
み

え
る
が
、『
佩
文
韻
府
』

に
あ
っ
て
は
、「
驕
奢
」
の

語
は
採
ら
れ
て
い
る
も

の
の
、『
宋
書
』
顔
師
伯

伝
の
文
は
録
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。

何
と
も
無
駄
な
話
で

は
あ
る
が
、
パ
ソ
コ
ン
の

無
か
っ
た
昭
和
の
時
代

が
な
つ
か
し
い
。

高
貞
碑



( 7 )

北
大
漢
簡
『
老
子
』
の
隷
書
に
つ
い
て

矢
野

千
載

出
土
し
た
木
簡
等
の
こ
と
を
地
下
か
ら
の
贈
り
物
と
い
う
言
い
方
が
あ
る
よ
う
に
、
古
代

の
簡
牘
帛
書
の
文
字
資
料
が
発
見
さ
れ
る
と
、
日
本
・
中
国
を
問
わ
ず
気
に
な
る
も
の
で
あ

る
。
専
門
分
野
に
よ
り
、
新
出
土
文
字
資
料
の
何
に
着
目
す
る
か
は
異
な
る
で
あ
ろ
う
が
、

書
に
携
わ
る
者
と
し
て
は
、
書
体
の
変
遷
を
あ
と
づ
け
る
字
形
や
、
文
字
か
ら
視
覚
的
に
感

受
さ
れ
る
書
美
に
関
心
が
向
か
う
。

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
に
、
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
改
め
て

書
い
て
み
る
と
、
そ
の
実
態
が
何
と
も
分
か
り
に
く
い
名
称
で
あ
る
が
、
そ
の
名
の
通
り
、
北

京
大
学
が
所
蔵
す
る
前
漢
時
代
の
竹
簡
の
書
の
こ
と
で
、
よ
く
北
大
漢
簡
と
略
称
さ
れ
る
。

そ
の
竹
簡
は
三
千
枚
以
上
に
も
達
し
、
保
存
状
態
が
よ
く
、
内
容
は
古
代
の
書
籍
に
属
す
る

も
の
で
あ
る
。
竹
簡
名
に
地
名
で
は
な
く
大
学
名
が
付
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
が
盗
掘
品
で
中

国
外
に
ま
で
持
ち
出
さ
れ
た
末
、
北
京
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、
出
土
地
の
特

定
が
困
難
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
竹
簡
名
に
所
蔵
先
が
付
さ
れ
る
同
様
の
例
は
増
加
傾

向
に
あ
る
。

こ
の
北
大
漢
簡
は
二
〇
〇
九
年
に
北
京
大
学
の
所
蔵
と
な
り
、
二
〇
一
二
年
に
は
最
初

の
図
録
、『
老
子
』
が
書
か
れ
た
二
二
一
本
の
竹
簡
の
カ
ラ
ー
写
真
が『
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹

書
』
二
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

北
大
漢
簡
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
そ
の
書
法
が
優
れ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
そ
の
隷
書
が
今
ま
で
あ
ま
り
見
た
こ
と
の
な
い
字
形
で
、
新
鮮
な
驚
き
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。『
文
物
』
二
〇
一
一
―
六
、『
書
法
叢
刊
』
二
〇
一
一
―
四
に
、
書
風
の
異
な
る
九
種

の
書
籍
の
竹
簡
が
掲
載
さ
れ
、
興
味
深
く
見
た
記
憶
が
あ
る
。
そ
の
書
写
年
代
は
漢
の
武
帝

後
期
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
そ
の
時
期
の
隷
書
の
遺
例
は
少
な
く
、
類

似
す
る
書
風
が
少
な
い
の
も
当
然
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
北
大
漢
簡
『
老
子
』
の
各
文
字
を
確
認
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
隷
変
の
観
点
か
ら

面
白
い
字
例
が
幾
つ
か
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
一
つ
を
こ
こ
で
紹
介
し
た
い
。

一
例
と
し
て「
安
」
字
を
挙
げ
る
。「
安
」
字
は
篆
書
や
隷
書
で
は
、
文
字
の
右
側
に
斜
線
が

書
か
れ
る
か
ど
う
か
気
に
な
る
文
字
で
あ
る
。
そ
の
斜
線
は
、
説
文
篆
文
に
は
な
い
も
の
の
、

石
鼓
文
・
権
量
銘
・
睡
虎
地
秦
簡
・
馬
王
堆
帛
書
・
孫
臏
兵
法
に
は
書
か
れ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
（
新
井
光
風
「
秦
始
皇
時
期
の
肉
筆
」『
書
道
研
究
』
一
九
九
〇
―
三
）
。
し
か
し
、
八
分

様
式
が
確
立
し
た
隷
書
で
は
書
か
れ
な
く
な
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

北
大
漢
簡
『
老
子
』
に
は「
安
」
字
が
十
二
回
出
て
く
る
が
、
全
字
例
と
も
そ
の
斜
線
に
該

当
す
る
点
の
よ
う
な
払
い
の
よ
う
な
筆
画
が
あ
る
。
字
例
に
よ
っ
て
そ
の
筆
画
に
気
付
き
に
く

い
の
は
、
そ
れ
が「
女
」
の
一
画
目
の
延
長
線
上
に
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
挿
図
を
見
て

の
通
り
、
そ
の
筆
画
が
い
つ
の
間
に
か「
女
」
の
一
部
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
省

略
さ
れ
て
も
自
然
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
楷
書
と
同
じ
筆
画
数
の「
安
」
字
に
変
容
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

う
単
純
な
話
で
も
な
い
。
と
い
う
の
も『
木
簡
字
典
』
所
収
の
居
延
漢
簡
の
字
例
に
は
、「
女
」

の
横
画
を
右
下
に
払
い
出
す
字
形
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
は「
女
」
の
横
画
と
斜
線
の
二
画
を

ま
と
め
て
書
こ
う
と
し
た
字
形
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
右
側
の
斜
線
の
こ
と
を
ま
だ
忘
れ

て
は
お
ら
ず
、
完
全
に
省
略
す
る
前
の
段
階
の
字
形
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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談

話

室

松
花
堂
昭
乗
と
草
庵
「
松
花
堂
」

川
畑

薫

学
生
の
頃
か
ら
松
花
堂
昭
乗
に
興
味
を
持

ち
、
以
来
研
究
テ
ー
マ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

松
花
堂
昭
乗
は
江
戸
時
代
初
期
の
石
清
水
八

幡
宮
の
社
僧
で
、
書
画
、
茶
の
湯
な
ど
の
諸
芸
に

通
じ
た
教
養
人
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
そ
の
書
は
後

世
「
寛
永
の
三
筆
」
の
ひ
と
り
に
数
え
ら
れ
る
。

昭
乗
の
書
は
お
お
よ
そ
穏
や
か
で
明
る
い
雰
囲

気
に
包
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
晩
年
の
書
に

お
い
て
増
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

昭
乗
は
自
ら
の
最
期
を
思
い
、
寂
静
の
境
地
を

求
め
、
草
庵
「
松
花
堂
」
を
建
て
て
隠
居
し
た
。
亡

く
な
る
二
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
草

庵
は
松
花
堂
庭
園
に
移
築
さ
れ
て
い
る
。
私
の
勤

務
先
だ
。
二
畳
ば
か
り
の
小
さ
な
空
間
で
昭
乗

は
何
を
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。
や
は
り
生
き
る
こ
と

を
愛
お
し
い
と
思
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
晩

年
の
書
に
は
そ
う
い
っ
た
愛
お
し
さ
が
表
れ
て
い

る
よ
う
に
思
う
。

教
育
の
力

杉
山

勇
人

い
ま
、
小
・
中
学
校
の
書
写
の
授
業
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。
百
円
シ
ョ
ッ
プ
で
筆
と
「
イ
ン
ク
」
を

買
い
、
残
り
の
半
紙
を
数
え
て
授
業
を
や
り
過
ご

し
、
洗
え
な
い
筆
と
硯
は
固
ま
っ
た
ま
ま
。
そ
ん

な
現
状
が
聞
こ
え
て
く
る
。
子
ど
も
た
ち
に
毛
筆

文
化
を
伝
え
る
環
境
は
な
か
な
か
整
わ
な
い
。
こ

の
ま
ま
で
は
十
年
後
の
書
写
教
育
に
未
来
は
あ

る
だ
ろ
う
か
。

子
ど
も
た
ち
が
は
じ
め
に
文
字
に
、
そ
し
て
書

に
興
味
を
も
つ
の
は
教
育
の
力
で
あ
る
。
一
般
的

な
書
の
イ
メ
ー
ジ
、
社
会
的
位
置
づ
け
は
教
育
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
私
が
書
写
書
道
教
育
史
の

研
究
を
し
よ
う
と
し
た
き
っ
か
け
は
こ
こ
に
あ

り
、
書
の
個
人
的
な
美
意
識
で
な
く
、
社
会
に
お

け
る
共
通
認
識
を
取
り
出
そ
う
と
考
え
て
い
る
。

研
究
の
世
界
で
も
、
こ
う
し
た
小
・
中
学
校
の

現
実
を
直
視
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
研
究
の
た

め
の
研
究
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
社
会
に
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

東
京
文
化
財
研
究
所
所
蔵
拓
本
の
公
開

髙
橋

佑
太

勤
務
先
の
東
京
文
化
財
研
究
所
は
、
約
四
七

〇
〇
枚
の
拓
本
を
所
蔵
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は

日
中
韓
の
美
術
工
芸
品
、
碑
文
や
仏
像
、
画
像

石
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
目
録
は

既
に
完
成
し
、
二
〇
〇
八
年
刊
行
の『
東
京
文
化

財
研
究
所
七
十
五
年
史
』
に
収
録
し
て
い
ま
す
。

公
開
に
向
け
、
現
在
、
そ
の
整
理
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

ま
ず
は
美
術
史
家
、
中
川
忠
順
（
一
八
七
三

～
一
九
二
八
）
旧
蔵
の
龍
門
石
窟
造
像
記
の
拓

本
約
一
七
〇
〇
枚
の
整
理
か
ら
始
め
ま
し
た

が
、
勿
論
、
龍
門
二
十
品
の
よ
う
な
著
名
な
も
の

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
か
に
は
草
卒
に
書

か
れ
た
も
の
や
稚
拙
な
味
わ
い
を
そ
な
え
た
も
の

も
あ
り
、
い
く
ら
眺
め
て
い
て
も
飽
き
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
準
備
が
整
い
次
第
、
研
究
所
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
目
録
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

版
本
手
本
の
調
査
か
ら

山
口

恭
子

江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
手
本
に
は
、
か
つ
て

そ
れ
に
学
ん
だ
人
々
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。

近
頃
行
な
っ
た
瀧
本
流
手
本
『
和
漢
朗
詠
集
』
の

伝
本
調
査
で
も
、
訓
読
を
書
き
入
れ
た
も
の
、
詩

歌
の
収
録
順
に
関
す
る
不
審
を
記
し
た
も
の
、
余

白
に
和
歌
を
書
し
た
も
の
等
を
目
に
し
た
。

勿
論
そ
れ
自
体
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、

同
じ
手
本
で
あ
っ
て
も
、
残
さ
れ
た
痕
跡
は
実
に

多
様
で
あ
る
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は

学
書
の
様
相
の
み
な
ら
ず
、
彼
ら
の
詩
歌
の
解

釈
、
学
問
的
な
姿
勢
や
環
境
、
あ
る
い
は
書
物
そ

の
も
の
に
対
す
る
価
値
観
等
、
多
方
面
に
わ
た
る

事
柄
を
伝
え
て
い
る
。
当
時
の
学
芸
の
享
受
・
流

通
を
探
究
す
る
う
え
で
、
版
本
手
本
は
想
像
以

上
に
大
き
な
存
在
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

江
戸
時
代
の
書
や
そ
の
周
辺
文
化
の
実
相
に

近
づ
く
た
め
に
、
今
後
も
手
本
に
残
さ
れ
た
様

々
な
痕
跡
に
目
を
向
け
続
け
た
い
。

編

集

後

記

◆
近
年
の
中
国
書
道
関
連
雑
誌
は
、
新
出
資
料

や
興
味
深
い
論
考
も
多
く
随
分
と
充
実
し
て
き

て
い
ま
す
。
通
勤
中
に
熱
中
し
て
読
ん
で
い
た
ら
、

降
り
る
駅
を
通
過
し
て
い
ま
し
た
。

（
小
川
）

◆
一
月
に
第
四
十
回
卒
業
制
作
展
を
迎
え
る
学

生
達
は
、
心
待
ち
に
し
て
い
た
入
学
式
が
東
日
本

大
震
災
で
中
止
と
な
っ
た
。
学
長
に
お
願
い
し
て

「
贐
」
の
一
文
を
頂
き
八
名
で
調
和
体
の
作
品
を

仕
上
げ
た
。
早
、
四
年
・
・
・
・
。

（
柿
木
原
）

◆
古
書
目
録
で
藤
原
行
成
を
画
材
と
し
た
錦
絵

を
目
に
し
、
美
し
さ
は
勿
論
、
説
話
を
踏
ま
え
た

描
写
や
巧
み
な
技
法
で
表
現
さ
れ
る
線
に
惹
か

れ
、
つ
い
購
入
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
人
気
絵
師
の

作
品
を
買
い
求
め
た
古
人
の
気
持
ち
が
感
じ
取

れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

（
金
子
）

◆
昨
年
は
、
よ
り
多
く
の
経
験
を
積
む
こ
と
を
自

ら
に
課
し
た
一
年
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
程
度
狙
い

ど
お
り
に
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
同
時
に
、
も
っ

と
で
き
た
の
で
は
と
の
思
い
も
残
し
た
。
新
し
い
一

年
は
ど
ん
な
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
る
の
か
今

か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。

（
野
中
）

◆
昨
年
度
よ
り
、
あ
る
高
等
学
校
で「
日
本
の
伝

統
文
化
」
と
い
う
授
業
の
一
環
と
し
て
書
き
初
め

指
導
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
当
初
は
僅
か
一

日
だ
け
の
試
み
で
し
た
が
、
今
年
度
は
一
、
二
年

生
を
対
象
に
事
前
指
導
を
含
め
五
回
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
筆
を
初
め
て
持
つ
生
徒
が
大
半

を
占
め
、
悪
戦
苦
闘
の
連
続
で
す
が
、
純
粋
に
書

く
こ
と
を
楽
し
み
夢
中
に
な
っ
て
い
る
姿
に
接

し
、
書
を
始
め
た
頃
を
思
い
出
す
今
日
こ
の
頃
で

す
。

（
藤
森
）

◆
昨
秋
開
催
さ
れ
た
展
観
、「
名
画
を
切
り
、
名

器
を
継
ぐ
」
（
根
津
美
術
館
）
や
「
東
山
御
物
の

美
」
（
三
井
記
念
美
術
館
）
。
多
く
の
作
品
に
魅

了
さ
れ
る
と
と
も
に
、
日
本
独
特
の
鑑
賞
ス
タ
イ

ル
を
実
物
か
ら
窺
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

（
六
人
部
）

◆
十
一
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
、
和
紙
の
一

大
産
地
・
福
井
県
越
前
市
で
の
開
催
、
和
紙
文

化
講
演
会
・
交
流
会
・
紙
漉
工
房
訪
問
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
き
た
。
前
後
し
て
、
和
紙
が
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
が
、
使
う
こ
と
に

よ
っ
て
伝
統
を
支
え
ら
れ
る
ん
だ
と
、
改
め
て
実

感
し
た
次
第
。

（
高
城
）


